
目標

対象

日数 2日

時間 13:00

科　目　名 時間数

家屋 13:00

講師

実務研修　税務部門

固定資産税科（中級）家屋

・家屋に係る固定資産税の適正な評価、課税業務に必要な地方税法等について、応用的な知識の習得
を図る。
・困難事例や解釈が分かれる事例等、現場で生じるさまざまな問題を解決する能力の向上を図る。
・グループワークによる他団体職員との情報交換を通じ、人的ネットワークの形成と、業務改善意識の
醸成を図る。

実務経験１年以上の職員

研修日程 ６/25（木）～26（金）

参加した研修生の声

・グループ討議が多く、話し合いの時間を多くとっていただいたのがとても良かった。各市の具体的な評価方法
や、運用方法などを知ることができて、色々勉強になった。
・自治体によって運用が違う点が多々あり、それぞれの根拠等も伺い、勉強になった。特に、家屋調査の方法につ
いては持ち帰って課内で検討したい。
・課税客体となるか否か、課税基準にあたいするか否か、様々な考え方を通して、課税業務に臨みたい。
・演習における問題数について、他自治体との情報交換の時間を含め、再度検討して欲しい。

研修所メッセージ

・講師は、自治体職員として課税業務を長く経験された東京税務協会の専門講師が担当します。
・正誤式や記述式、計算問題等の事例演習のほか、所属団体が異なる研修生同士で具体的な事例をもとにグルー
プ演習を行うことで、より理解を深めることができます。
・基礎的知識を再確認されたい方は、初級研修（オンデマンド型）をご活用ください。

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・地方税法総則関係事例演習
・課税関係事例演習
・評価関係事例演習

演　　習

公益財団法人東京税務協会　専門講師


